
年　度
（　）は西暦

平成９年度
（１９９７）

平成１０年度
（１９９８）

平成１１年度
（１９９９）

平成１２年度
（２０００）

平成１３年度
（２００１）

平成１４年度
（２００２）

平成１５年度
（２００３）

平成１６年度
（２００４）

平成１７年度
（２００５）

平成１８年度
（２００６）

平成１９年度
（２００７）

平成２０年度
（２００８）

人　　員

(支援部隊を含む)

約１９０名 約２００名 約２１０名 約２１０名 約２１０名 約２２０名 約２２０名 約２２０名

車　　両 約５０台 約４０台 約４０台 約４０台 約５０台 約５０台 約５０台 約５０台

砲　　数 ４門 ４門 ４門 ４門 ４門 ６門 ６門 ６門

展開・撤収

期間

３１日間

10.31～11.30

３１日間

11.10～12.10

３０日間

11.6～12.5

３１日間

6.26～7.26

３２日間

7.11～8.11

２７日間

7.8～8.3

２８日間

11.12～12.9

３０日間

7.6～8.4

射撃日数 ８日 ７日 ７日 ８日 ８日 ８日 ８日 ８日

射撃期間
11.11～11.20

（14㊎、16㊐を除く）

11.19～11.26

（22㊐を除く）

11.15～11.22

（21㊐を除く）

7.4～7.12

（8㊐を除く）

7.22～7.30

（28㊐を除く）

7.16～7.25

（18㊎、19㊏を除く）

11.22～11.30

（28㊐を除く）

7.19～7.27

（22㊏を除く）

年　度
（　）は西暦

平成２１年度
（２００９）

平成２２年度
（２０１０）

平成２３年度
（２０１１）

平成２４年度
（２０１２）

平成２５年度
（２０１３）

平成２６年度
（２０１４）

平成２７年度
（２０１５）

平成２８年度
（２０１６）

平成２９年度
（２０１７）

平成３０年度
（２０１８）

令和元年度
（２０１９）

令和２年度
（２０２０）

人　　員

(支援部隊を含む)

約２４０名 約２５０名 約１７０名 約１７０名 約１６０名 約１６０名 約１３０名 約２００名 約２５０名

車　　両 約５０台 約６０台 約４０台 約３０台 約３０台 約３０台 約３０台 約３０台 約４５両

砲　　数 ６門 ６門 ６門 ６門 ６門 ６門 ６門 ５門 ６門

展開・撤収

期間

２５日間

11.15～12.9

２２日間

2.11～3.4

２２日間

8.26～9.16

２２日間

5.30～6.20

２５日間

5.27～6.20

２５日間

5.6～5.30

２５日間

5.18～6.11

２６日間

1.31～2.25

２６日間

7.15～8.9

射撃日数 １０日 ６日 ４日 ４日 ８日 ７日 ８日 ８日 ８日

射撃期間
11.22～12.1 2.18～2.25

（21㊍、23㊏を除く）

9.4～9.7 6.5～6.10

（7㊏、9㊊を除く）

6.4～6.12

（9㊋を除く）

5.13～5.20

（15㊐を除く）

5.26～6.2 2.9～2.16 7.24～7.31

年　度
（　）は西暦

令和３年度
（２０２１）

令和４年度
（２０２２）

令和５年度
（２０２３）

令和６年度
（２０２４）

人　　員

(支援部隊を含む)

約１３０名 約２３０名 約２２０名 約２８０名

車　　両 約３０両 約３０両 約４０両 約４０両

砲　　数 ４門 ５門 ４門 ６門

展開・撤収

期間

２５日間

7.7～7.31

２５日間

11.23～12.17

２６日間

5.17～6.11

２５日間

11.24～12.18

射撃日数 ８日 ８日 7日 ７日

7.15～7.22 11.30～12.7 5.25～6.1
（5/31㊌を除く）

12.1～12.7

　　砲　： ８日
小火器： ０日

　　砲　： ８日
小火器： ０日

　　砲　： ６日
小火器： １日

　　砲　：５日
小火器： ２日

約３０両

王城寺原演習場における沖縄県道１０４号線越え実弾射撃移転訓練実績の概要
（実施部隊：第３海兵師団第１２海兵沿岸連隊第３大隊の１個中隊）

休
　
　
止

休
　
　
止

中
　
　
止

休
　
　
止

休
　
　
止

中
　
　
止

休
　
　
止

令和７年度
（２０２５）

約１８０名

６門

２５日間

1.21～2.14

８日

射撃期間

1.29～2.5

砲　：　５日
砲陣地防御訓練　：　３日

(対人小火器射撃訓練及び
対装甲車両火器射撃訓練）

令和８年３月５日現在


